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国民年金のお知らせ
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平成27年度　八峰町スポーツ文化栄誉賞　37名を表彰

　平成２７年４月分から平成２８年３月分までの

国民年金保険料は、月額１５,５９０円です。

　国民年金の保険料を納めないままにしておくと、

将来の老齢基礎年金や障害・死亡などが発生した

場合の年金が受けられないことがあります。

　納めた保険料は、全額が社会保険料の控除の対

象となり、税金の負担が軽減されます。

　まだ納付がお済みでない方は、納付書をご用意

のうえ至急お近くの金融機関、郵便局またはコン

ビニエンスストアの窓口で納付してください。

　また、納め忘れがなく、納付の手間がかからな

い、口座振替やクレジットカードによる納付もで

きます。

　なお、経済的な理由等で保険料の納付が困難な

場合は、保険料の納付が免除される制度や猶予さ

れる制度があります。

　国民年金保険料についてご不明な点がありましたら、下記の年金事務所へお問い合わせくだ

さい。

　学生納付特例制度により、平成２７年度に保険料を猶予されている方で、平成２８年度も引

き続き在学予定の方へ、３月下旬に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申

請書を送付します。

　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入し返送いただくことにより、平

成２８年度の申請ができます。（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。）

　なお、平成２８年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は納付

書を送付いたしますので、お手数ですが下記の年金事務所にご連絡ください。

【問合せ先】鷹巣年金事務所　☎０１８６－６２－１４９０

〒０１８－３３１２　北秋田市花園町１８－１

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

国民年金保険料学生納付特例申請について


